
２
月
29
日
午
前
10
時
か
ら
委

員
会
室
に
お
い
て
総
務
企
画
常

任
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
20
年
第
１
回
定
例
会
で
12

議
案
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
議
案
は
、
市
長
専
決
処

分
の
報
告
と
承
認
に
つ
い
て（
平

成
19
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号)

）、
総
合
計
画
基
本

構
想
に
つ
い
て
、
防
災
会
議
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
、
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
、
職
員
の
自
己
啓
発

等
休
業
に
関
す
る
条
例
、
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
等

で
慎
重
審
査
を
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

質
疑

原
油
高
騰
の
緊
急
対
策

と
し
て
の
灯
油
購
入
助
成
の
申

請
状
況
は
。
ま
た
、
周
知
の
方

法
と
し
て
民
生
委
員
を
通
じ
て

行
っ
た
ら
ど
う
か
。

答
弁

２
月
28
日
現
在
で
、
申

請
は
２
６
５
件
で
す
。
民
生
委

員
を
介
す
る
こ
と
は
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
関
係
で
難
し
い
。
広
報

と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
て
周

知
し
た
い
。

質
疑

新
市
初
の
総
合
計
画
の

基
本
構
想
で
あ
る
。
川
で
分
断

さ
れ
て
い
る
地
域
が
一
体
と
な

っ
た
の
だ
か
ら
、
ま
ず
橋
り
ょ

う
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

基
本
構
想
で
人
口
増
の
施
策
が

な
い
。
企
業
誘
致
を
含
め
住
宅

分
譲
な
ど
あ
る
と
思
う
が
。

答
弁

施
策
の
大
綱
に
基
づ
き

基
本
計
画
、
実
施
計
画
の
中
で

実
施
し
て
い
き
た
い
。

質
疑

新
市
の
中
で
旧
町
村
を

ど
う
捉
え
て
総
合
計
画
の
基
本

構
想
で
見
て
い
く
の
か
。

答
弁

地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
将
来
像
と
い
う
形
で
整
理
し
、

地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を

載
せ
て
い
ま
す
。

質
疑

育
児
休
業
に
つ
い
て
臨

時
職
員
へ
の
適
用
は
。

答
弁

非
常
勤
職
員
や
臨
時
的

任
用
職
員
等
は
適
用
除
外
で
す
。

審
査
の
結
果
、
総
合
計
画
基

本
構
想
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数

で
、
他
の
11
議
案
は
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
は
、
健
康
保

険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
等
に
伴
い
改
正
す
る

も
の
。
小
口
資
金
融
資
促
進
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
、

群
馬
県
小
口
資
金
融
資
促
進
制

度
要
綱
が
平
成
20
年
４
月
１
日

か
ら
一
部
改
正
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
改
正
す
る
も
の
。
小
野
上

地
区
住
宅
建
設
等
資
金
利
子
補

給
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
は
、

勤
労
者
住
宅
建
設
等
資
金
利
子

補
給
条
例
に
統
合
す
る
こ
と
に

伴
い
廃
止
す
る
も
の
。
小
野
上

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
、
指

定
管
理
者
に
よ
る
管
理
が
で
き

る
よ
う
改
正
す
る
も
の
。
伊
香

保
町
区
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

及
び
赤
城
村
区
設
置
条
例
を
廃

止
す
る
条
例
は
、
自
治
会
制
度

で
統
一
す
る
方
針
と
し
た
こ
と

に
伴
い
廃
止
す
る
も
の
。
以
上

６
議
案
は
全
会
一
致
で
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
は
、
国
民

健
康
保
険
税
の
特
別
徴
収
に
係

る
地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い

改
正
す
る
も
の
。
福
祉
医
療
費

の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
は
、
子
育
て

支
援
の
た
め
の
子
供
医
療
費
助

成
の
拡
充
及
び
高
齢
者
の
医
療

の
確
保
に
関
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
い
改
正
す
る
も
の
。
後
期

高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
は
、

総
務
企
画

常
任
委
員
会
の
審
査

常
任
委
員
会
の
審
査

本
会
議
か
ら
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
の
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
い
制
定
す

る
も
の
。
農
産
物
直
売
所
条
例

は
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

す
る
こ
と
に
伴
い
条
例
の
全
部

を
改
正
す
る
も
の
。
小
野
上
温

泉
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
は
、
指
定
管
理
者
に
よ

る
管
理
が
で
き
る
よ
う
に
改
正

す
る
も
の
。
以
上
５
議
案
は
賛

成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

小
野
上
温
泉
セ
ン
タ
ー
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
、

指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
が
で

き
る
よ
う
に
改
正
す
る
も
の
で
、

原
案
の
利
用
料
金
を
一
部
修
正

し
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

高
騰
が
続
く
灯
油

渋川市農産物直売所（小野上地区）

市
民
経
済



市
道
の
廃
止
、
認
定
に
つ
い
て

八
木
原
の
市
道
を
廃
止
、
付
け

替
え
で
通
学
路
の
安
全
確
保

市
道
の
廃
止
は
19
路
線
、
認

定
は
27
路
線
で
、
子
持
、
北
橘

地
区
が
中
心
で
す
。
子
持
地
区

に
つ
い
て
は
、
国
道
３
５
３
号

鯉
沢
バ
イ
パ
ス
事
業
に
よ
る
路

線
変
更
、
北
橘
地
区
に
つ
い
て

は
、
国
道
３
５
３
号
山
口
バ
イ

パ
ス
事
業
に
よ
る
路
線
変
更
で

す
。ま

た
、
電
気
化
学
工
業
八
木

原
分
工
場
内
の
市
道
の
廃
止
は
、

通
学
路
で
も
あ
り
、
付
け
替
え

を
す
る
も
の
で
す
。
Ｊ
Ｒ
上
越

線
の
東
に
平
成
20
年
度
で
幅
員

６
ｍ
、
踏
み
切
り
よ
り
南
側
は

歩
道
の
設
置
も
計
画
し
た
い
と

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
通
学
路

の
防
犯
対
策
と
し
て
防
犯
灯
の

設
置
に
つ
い
て
の
質
疑
で
は
、

状
況
を
確
認
し
て
対
応
し
た
い

と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

私
道
の
寄
附
受
納
で
は
条
件

等
で
活
発
な
質
疑
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。
特
に
行
き
止
ま
り
の

道
路
の
幅
員
に
つ
い
て
の
質
疑

で
は
、
延
長
35
ｍ
ま
で
は
４
ｍ

の
幅
員
が
あ
れ
ば
対
象
と
な
る

が
、
35
ｍ
以
上
に
つ
い
て
は
６

ｍ
の
幅
員
が
必
要
に
な
る
と
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。
本
議
案
は

八
木
原
の
住
宅
地
で
あ
り
、
幅

員
６
ｍ
の
道
路
で
す
。

基
金
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

伊
香
保
地
区
公
共
下
水
道
事

業
基
金
条
例
及
び
農
業
集
落
排

水
処
理
施
設
維
持
管
理
基
金
条

例
（
旧
子
持
村
）
を
廃
止
し
、

そ
れ
ぞ
れ
事
業
に
係
る
経
費
、

維
持
管
理
に
係
る
経
費
に
充
て

る
た
め
、
基
金
の
全
額
を
取
り

崩
し
、
各
特
別
会
計
に
繰
り
入

れ
る
も
の
で
す
。

市
営
住
宅
等
、
借
上
賃
貸
住
宅

の
暴
力
団
排
除
で
条
例
改
正

市
営
住
宅
等
、
借
上
賃
貸
住

宅
の
条
例
を
一
部
改
正
し
、
暴

力
団
員
が
入
居
で
き
な
い
よ
う

に
す
る
も
の
で
す
。
現
に
同
居

し
て
い
る
場
合
、
若
し
く
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
暴
力

団
員
で
あ
っ
て
も
適
用
さ
れ
ま

す
。
暴
力
団
員
の
調
査
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
、
警
察
の
協
力

で
対
応
し
た
い
と
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。

６
議
案
と
も
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議

案
は
４
議
案
で
、
す
べ
て
条
例

の
一
部
改
正
で
す
。

公
民
館
婚
礼
衣
装
、
祭
壇
及

び
喪
服
基
金
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
で
は
、
利
用
状
況

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
過
去

５
年
間
の
利
用
状
況
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
男
子
洋
服
、
男
子
和

服
、
江
戸
づ
ま
、
喪
服
に
つ
い

て
は
、
金
島
、
古
巻
、
豊
秋
の

各
公
民
館
合
計
で
平
成
18
年
度

の
利
用
が
１
７
５
件
あ
り
ま
し

た
。
祭
壇
と
う
ち
か
け
に
つ
い

て
は
、
平
成
15
年
度
か
ら
利
用

が
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
祭

壇
の
処
分
方
法
に
つ
い
て
質
疑

や
意
見
が
あ
り
、
残
存
価
格
を

考
慮
し
て
処
分
す
る
方
向
で
あ

る
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
今
後
は
市
民
が
利
用
し
や

す
い
宣
伝
が
必
要
で
は
な
い
か
、

衣
装
の
管
理
は
民
間
で
集
中
管

理
を
さ
せ
て
は
ど
う
か
な
ど
、

活
発
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

公
民
館
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
は
、
対
象
区
域
の
変

更
で
、
現
在
豊
秋
公
民
館
に
入

っ
て
い
る
石
原
の
熊
野
町
自
治

会
が
、
住
民
の
意
向
に
よ
り
渋

川
公
民
館
に
変
更
と
な
る
も
の

で
す
。
各
種
事
業
に
つ
い
て
は

話
し
合
い
が
つ
い
て
い
る
の
か
、

自
治
会
か
ら
の
要
望
は
ど
う
か
、

移
動
し
た
こ
と
に
よ
る
予
算
は

計
上
し
て
い
る
か
な
ど
の
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。

徳
冨
蘆
花
記
念
文
学
館
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
、

一
般
乗
用
車
70
台
、
観
光
バ
ス

５
台
が
利
用
可
能
な
駐
車
場
の

う
ち
15
台
ま
で
を
定
期
利
用
と

し
て
貸
し
出
す
た
め
に
改
正
す

る
も
の
で
す
。
使
用
料
の
集
金

方
法
に
つ
い
て
の
質
疑
に
は
、

文
学
館
が
直
接
集
金
に
当
た
る

と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

法
人
等
に
貸
し
出
す
際
は
、
税

金
の
滞
納
が
な
い
こ
と
を
前
提

に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
は
、
平
成
18
年
度
、

平
成
19
年
度
に
お
け
る
保
険
料

率
の
特
例
を
平
成
20
年
度
に
も

適
用
す
る
た
め
に
改
正
す
る
も

の
で
す
。

各
議
案
と
も
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

建
設
水
道

徳富蘆花記念文学館の駐車場

拡幅される八木原地内の市道

教
育
福
祉


